
10

常
任
委
員
会
報
告

常
任
委
員
会
報
告

12
月
議
会
付
託
議
案
審
査

２
件

「
三
原
市
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
に
つ
い
て
」

介
護
保
険
法
の
規
定
に
基

づ
く
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
」
は
、
平
成
18
年
４

月
１
日
に
制
度
が
創
設
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
当
制
度
の
定
着
を

促
進
す
る
た
め
、
ま
た
県
内

他
都
市
の
徴
収
の
状
況
等
を

勘
案
し
て
、
申
請
手
数
料
の

徴
収
を
見
合
わ
せ
て
い
た
。

24
年
度
か
ら
、
参
入
し
て

い
る
民
間
事
業
者
が
、
指
定

更
新
の
時
期
を
迎
え
る
た
め
、

申
請
に
あ
た
り
審
査
に
多
大

な
事
務
処
理
を
要
す
る
こ
と

か
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
申

請
手
数
料
を
徴
収
し
た
い
と

す
る
も
の
。

手
数
料
の
額
は
、
１
件
の

申
請
に
つ
き
１
万
円
か
ら
３

万
円
。

こ
の
付
託
議
案
は
全
会
一

致
で
可
決
し
た
。

「
三
原
市
北
方
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
」

指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

す
る
団
体
は
「
特
定
非
営
利

活
動
法
人
　
森
の
お
さ
る
さ

ん
」
で
、
21
年
４
月
か
ら
管

理
を
行
っ
て
い
る
こ
の
団
体

か
ら
、
継
続
し
て
事
業
を
行

い
た
い
と
の
意
思
が
示
さ
れ

て
い
る
。
施
設
の
性
格
、
設

置
目
的
、
地
域
貢
献
度
等
を

勘
案
し
た
結
果
、
公
募
に
よ

ら
ず
引
き
続
き
指
定
管
理
者

と
し
て
指
定
し
た
い
と
す
る

も
の
。

委
員
か
ら
施
設
内
の
ト
イ

レ
の
数
、
指
定
管
理
期
間
が

３
年
か
ら
５
年
に
な
っ
た
理

由
、
指
定
管
理
料
の
算
出
根

拠
な
ど
の
質
疑
の
後
、
原
案

通
り
全
会
一
致
で
可
決
し
た
。

所
管
事
務
調
査

■
私
立
保
育
所
連
盟
と
の
意

見
交
換

11
月
10
日
市
内
８
園
の
私

立
保
育
所
の
現
状
と
課
題
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

人
材
確
保
の
困
難
さ
や
、

労
働
条
件
の
厳
し
さ
等
現
場

の
率
直
な
声
を
聞
く
こ
と
が

で
き
今
後
も
協
議
の
機
会
を

重
ね
連
携
を
と
っ
て
い
き
た

い
。

■
国
保
会
計
に
つ
い
て

平
成
22
年
度
の
国
民
健
康

保
険
（
事
業
勘
定
）
特
別
会

計
決
算
内
容
に
つ
い
て
の
補

足
説
明
を
受
け
た
。

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
と
、
税
率
の
大
幅
な
改
正

で
運
営
し
て
き
た
が
、
景
気

低
迷
に
よ
る
国
保
税
収
納
の

伸
び
悩
み
、
ま
た
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
医
療
費
が
増
大
し

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

医
療
費
の
削
減
対
策
と
し

て
収
納
率
向
上
、
健
康
づ
く

り
、
早
期
治
療
、
ジ
ェ
ネ
リ

ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
り
替
え

等
総
体
的
に
考
え
る
必
要
が

あ
り
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
す
ぐ
に
す
る
こ
と

は
、
制
度
上
か
ら
慎
重
に
す

べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
も
引
き
続
き
調
査
と

議
論
が
必
要
で
あ
る
。

福
祉
文
教
委
員
会

12
月
議
会
付
託
議
案
審
査
　

２
件

「
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確

認
及
び
町
の
区
域
の
変
更
に

つ
い
て
」

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
い
ず

れ
も
公
有
水
面
の
埋
め
立
て

に
よ
っ
て
生
じ
た
土
地
を
新

た
に
生
じ
た
土
地
と
し
て
確

認
し
、
隣
接
す
る
町
の
区
域

に
編
入
す
る
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
た
い
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

議
案
一
件
目
は
、
県
と
市

が
幸
崎
町
能
地
漁
港

埋
立

事
業
と
し
て
埋
め
立
て
免
許

を
取
得
し
、
漁
港
施
設
用
地
、

住
宅
用
地
、
公
園
・
緑
地
用

地
等
に
供
す
る
た
め
に
埋
め

立
て
を
行
い
竣
工
認
可
と
な

っ
た
も
の
。

議
案
二
件
目
は
、
当
該
土

地
が
護
岸
の
工
法
変
更
に
よ

り
埋
め
立
て
免
許
を
取
得
し

た
土
地
か
ら
外
れ
た
た
め
、

県
と
協
議
に
よ
り
原
状
回
復

の
義
務
免
除
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。

問

工
事
の
完
成
時
期
は
い

つ
か
。

答

全
体
の
工
事
完
成
は
平

成
26
年
度
を
予
定
し
て
い
る

が
若
干
延
び
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
進
捗
状
況
は
事
業

ベ
ー
ス
で
83
％
で
あ
る
。

問

工
事
は
す
で
に
13
〜
14

年
が
経
過
し
、
完
成
し
つ
つ

あ
る
が
、
総
工
事
費
は
い
く

ら
か
。

答

全
体
金
額
で
68
億
円
弱
。

そ
の
中
で
県
事
業
、
国
道
１

８
５
号
バ
イ
パ
ス
、
市
の
事

業
が
あ
り
、
国
道
２
号
バ
イ

パ
ス
の
残
土
を
入

れ
て
安
く
工
事
を

進
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

問

住
宅
用
地
部

分
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
は
。

答

国
道
１
８
５

号
の
ル
ー
ト
変
更

に
と
も
な
う
代
替

地
以
外
に
も
、
不

便
な
周
辺
環
境
等

か
ら
移
転
を
希
望

さ
れ
る
方
の
住
宅
用
地
と
し

て
考
え
て
い
る
。

問

計
画
し
て
い
る
事
業
の

見
直
し
の
可
能
性
に
つ
い
て

は
。

答

漁
港
整
備
事
業
や
漁
港

集
落
排
水
事
業
（
雨
水
・
汚

水
）
の
ほ
か
、
新
た
に
ワ
カ

メ
の
栽
培
な
ど
に
取
り
組
み
、

計
画
通
り
順
調
に
進
捗
し
て

い
る
。

質
疑
を
終
え
、
採
決
の
結

果
、
全
員
一
致
、
提
案
理
由

を
了
と
し
、
各
案
は
原
案
通

り
可
決
し
た
。

総
務
財
務
委
員
会

幸崎町能地漁港

三原市北方グラウンド・ゴルフ場
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12
月
議
会
付
託
議
案
審
査
　

２
件

「
三
原
市
工
場
等
立
地
促
進

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
」市

内
３
ヵ
所
の
県
営
産
業

団
地
に
工
場
等
を
立
地
す
る

企
業
に
対
し
、
土
地
取
得
奨

励
措
置
の
対
象
と
な
る
団
地

の
追
加
及
び
要
件
の
緩
和
を

図
り
、
産
業
の
振
興
と
雇
用

機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
条

例
の
一
部
を
改
正
し
た
い
。

問

三
原
西
部
工
業
団
地

（
惣
定
地
区
）
と
県
営
久
井

及
び
大
和
工
業
団
地
の
助
成

率
５
％
の
差
は
。

答

団
地
用
地
の
標
準
単
価

に
差
が
あ
る
た
め
。

問

土
地
取
得
奨
励
措
置
の

要
件
緩
和
の
理
由
は
。

答

奨
励
業
者
へ
の
指
定
基

準
と
、
土
地
取
得
奨
励
措
置

の
基
準
を
一
律
に
し
、
企
業

立
地
が
行
い
や
す
く
な
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
等
の

要
因
か
ら
、
大
規
模
一
体
的

集
中
か
ら
中
小
規
模
の
段
階

的
拡
充
と
い
う
、
リ
ス
ク
分

散
型
の
企
業
ニ
ー
ズ
に
あ
わ

せ
改
正
す
る
。

採
決
の
結
果
、
提
案
理
由

を
了
と
し
、
可
決
し
た
。

「
三
原
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」

三
原
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ

ー
「
ポ
ポ
ロ
」
の
指
定
管
理

者
か
ら
、
継
続
し
て
事
業
を

行
い
た
い
と
の
意
思
が
示
さ

れ
、
施
設
の
性
格
、
設
置
目

的
及
び
地
域
貢
献
度
等
を
勘

案
し
、
現
行
の
管
理
者
が
継

続
す
る
こ
と
が
市
民
の
利
用

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
判
断
し
、

引
続
き
非
公
募
で
管
理
者
と

し
て
指
定
し
た
い
。

問

当
初
の
指
定
管
理
期
間

は
５
年
で
あ
っ
た
が
、
今
回

３
年
と
し
た
理
由
は
。

答

今
回
は
再
指
定
で
あ
り
、

事
業
の
立
ち
上
げ
期
間
、
事

業
者
変
更
に
よ
る
引
継
ぎ
期

間
は
不
要
で
あ
る
。
ま
た
、

文
化
振
興
の
定
着
や
施
設
の

魅
力
向
上
期
間
の
考
慮
等
、

多
方
面
か
ら
検
討
し
３
年
と

し
た
。

問

引
続
き
非
公
募
で
指
定

す
る
考
え
方
な
ど
は
。

答

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
を
最
大

限
に
活
用
し
、
開
館
時
か
ら

地
域
に
密
着
し
た
施
設
管
理

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
行

政
で
は
出
来
な
い
魅
力
出
し

に
よ
り
、
本
市
の
芸
術
・
文

化
を
育
て
て
お
り
、
非
公
募

で
引
続
き
指
定
管
理
者
と
し

て
指
定
し
継
続
さ
せ
た
い
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

を
も
っ
て
、
提
案
理
由
を
了

と
し
、
可
決
し
た
。

所
管
事
務
調
査

■
有
害
鳥
獣
対
策
マ
イ
ス
タ

ー
養
成
講
座
に
つ
い
て

狩
猟
経
験
の
浅
い
人
や
、

狩
猟
に
関
心
を
も
っ
て
い
る

人
を
掘
り
起
こ
し
、
狩
猟
に

関
す
る
様
々
な
知
識
や
技
術

を
身
に
付
け
て
も
ら
い
、
野

生
動
物
と
共
生
す
る
た
め
の

地
域
、
環
境
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
人
材
を
育
成
す
る
。

成
果
と
し
て
、
受
講
生
17

人
中
10
人
が
狩
猟
免
許
を
取

得
し
、
７
人
が
狩
猟
登
録
を

行
い
、
猟
友
会
へ
入
会
し
た
。

結
果
、
猟
友
会
員
が
１
６
０

人
と
な
り
平
均
年
齢
も
２
歳

若
返
り
62
歳
と
な
っ
た
。
人

材
不
足
が
課
題
で
あ
り
、
大

き
な
成
果
に
喜
ん
で
い
る
。

生
活
経
済
委
員
会

12
月
議
会
付
託
議
案
審
査
　

２
件

「
三
原
市
道
の
駅
設
置
及
び

管
理
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
」

こ
の
議
案
は
、
三
原
バ
イ

パ
ス
の
全
線
開
通
が
平
成
24

年
３
月
中
の
見
込
み
と
な
っ

た
た
め
、
供
用
開
始
の
時
期

を
見
直
し
、
条
例
の
施
行
日

を
24
年
４
月
１
日
か
ら
３
月

１
日
に
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

「
三
原
市
道
の
駅
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

こ
の
議
案
は
、
糸
崎
四
丁

目
の
三
原
バ
イ
パ
ス
時
広
ラ

ン
プ
に
整
備
中
の
「
み
は
ら

道
の
駅
」
の
管
理
運
営
主
体

と
し
て
「
株
式
会
社
道
の
駅

み
は
ら
」
（
※
）
を
指
定
管

理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の

で
あ
る
。
質
疑
に
お
い
て
、

委
員
か
ら
「
株
式
会
社
道
の

駅
み
は
ら
」
を
指
定
管
理
者

に
選
定
す
る
理
由
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り
、
理
事
者
か
ら

道
の
駅
は
公
共
施
設
で
あ
る
。

そ
の
目
的
を
考
え
た
場
合
、

公
益
性
・
中
立
性
の
あ
る
団

体
が
事
業
運
営
を
す
る
べ
き

と
考
え
た
た
め
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。

採
決
の
結
果
、
全
会
一
致

で
可
決
し
た
。

所
管
事
務
調
査

■
三
原
バ
イ
パ
ス
事
業
と
道

の
駅
整
備
事
業
に
つ
い
て

11
月
17
日
に
、
現
地
調
査

を
行
っ
た
。

三
原
バ
イ
パ
ス
は

糸
崎
ラ
ン
プ
（
下
木

原
）
、
第
４
ト
ン
ネ

ル
東
側
を
視
察
し
た
。

ま
た
、
道
の
駅
の
建

設
現
場
で
は
、
駅
舎

及
び
駐
車
場
等
の
工

事
の
進
捗
状
況
を
確

認
し
た
。
現
地
で
は

担
当
か
ら
説
明
が
あ

り
、
委
員
か
ら
供
用

開
始
後
の
騒
音
・
渋

滞
問
題
へ
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
の
質
問

が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
委
員
会
室
に
お

い
て
道
の
駅
の
駅
長
と
の
意

見
交
換
会
を
行
っ
た
。
10
月

に
就
任
し
た
今
井
駅
長
か
ら

は
、
今
後
道
の
駅
を
運
営
し

て
い
く
上
で
の
抱
負
、
ア
イ

デ
ア
等
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
道
の
駅
を
成
功

さ
せ
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

し
て
三
原
全
体
を
元
気
に
し

た
い
と
い
う
駅
長
の
強
い
思

い
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
委
員
か
ら
は
、
ど
の
よ

う
な
商
品
を
取
り
扱
う
の
か
、

オ
ー
プ
ン
直
後
の
混
雑
時
に

駐
車
場
を
確
保
で
き
る
の
か

な
ど
の
質
問
が
あ
っ
た
。

建
設
都
市
委
員
会

三原市芸術文化センター「ポポロ」

建設中の道の駅「みはら神明の里」

（
※
）
地
元
活
性
化
を
積
極
的

に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

市
内
の
５
団
体
（
三
原
商
工
会

議
所
、
三
原
臨
空
商
工
会
、
社

団
法
人
三
原
観
光
協
会
、
三
原

テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社
、
三
原

市
漁
業
協
同
組
合
）
の
共
同
出

資
に
よ
り
23
年
５
月
31
日
に
設

立
さ
れ
た
。
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